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高齢者の労働災害が増加して

います！ 改めて考えたい「高齢

者が働きやすい職場づくり」 

 
◆労災発生件数の４分の１は高齢者 

定年延長や、人手不足を背景として、働く

高齢者が増えています。現在では、65 歳以

上の労働者は、労働力人口の 12.8％を占め

ています。 

このような状況にあって、働く高齢者の労

働災害が問題となってきました。厚生労働省

「労働災害発生状況」によれば、2018 年に

労災に遭った 60 歳以上の労働者は、前年比

10.7％増の３万 3,246 人で、労災全体の４

分の１を占めています。 

 

◆高齢者の労災を防ぐためのカギは「転倒防

止対策」 

60歳以上の労働災害の中でも目立つのは

転倒事故で、37.8％を占めます（全世代で

は転倒による労災事故は 25％程度）。転倒

防止対策が、高齢者の労働災害減少のカギと

なるといえます。 

転倒は、段差でつまずいたり、バランスを

崩してしまったりすることにより起こりま

す。特に高齢者の場合、下肢の筋肉の衰えが

影響して、転倒しやすくなるものと考えられ

ています。また、年齢を重ねるとともに、視

力や握力、バランス保持能力といった身体機

能は低下しますが、こうした身体機能・認知

機能の低下に気がつかず、自分では「できる」

と過信して無理な動作をしてしまうことも、

転倒の原因となります。 

職場内の段差を極力なくす、通路を整頓し

て通行しやすくするといった対策を講じる

とともに、実際の身体機能と本人の認識のズ

レを正すためのチェックを受けてもらうこ

とも効果的といえるでしょう。 

 

◆これからも増え続ける「働く高齢者」のた

めに 

政府は現在、「希望する人が 70 歳まで働

ける機会の確保」を努力義務として企業に課

す方針を打ち出しています。働く高齢者がま

すます増えることが想定される中、高齢者が

安心して働くことのできる職場づくりが必

要となります。 

働く高齢者の労働災害を防ぐため、安全確

保に取り組む中小企業を対象とした助成制

度も新設される見込みです。この機会に、

改めて、働く高齢者のための環境整備につ

いて考えてみませんか。 

 

10 月の税務と労務の手続 提出期限 
10 日 

○ 源泉徴収税額・住民税特別徴収税額の納付［郵便

局または銀行］ 

○ 雇用保険被保険者資格取得届の提出＜前月以降

に採用した労働者がいる場合＞［公共職業安定所］ 

31 日 

○ 個人の道府県民税・市町村民税の納付＜３期分＞

［郵便局または銀行］ 

○ 労働者死傷病報告の提出＜休業４日未満、７月～

９月分＞［労働基準監督署］ 

○ 健保・厚年保険料の納付［郵便局または銀行］ 

○ 労働保険料の納付＜延納第２期分＞［郵便局また

は銀行］ 

○ 労働保険印紙保険料納付・納付計器使用状況報告

書の提出［公共職業安定所］
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みくには 

ハートに愛 

群馬県の最低賃金１０月６日から 

８ ３ ５ 円 に 改 定 で す 。 
当社ＨＰでは新聞掲載コ

ラム（バックナンバー）

や各種セミナーのご案内

を随時発信しています。 


